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聖火リレールートの選定

・各都道府県の実行委員会において選定し、
組織委員会にルート案提出（2018年12月
末まで）。

・IOCの了解を得たうえで、2019年夏頃に、
全国ルートを発表予定。

東京2020オリンピック聖火リレー

東京2020オリンピック聖火リレー 各都道府県 実施日一覧

＊移動日を含め121日間

聖火リレーランナーの選定

・各都道府県の実行委員会やスポンサーが
選考した候補者を含むすべてのランナー
を組織委員会がとりまとめ、IOCの了解
を得て決定。

・今後の手続き・スケジュールは、別途、
組織委員会から各都道府県の実行委員会
へご案内する予定。
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・選手村カジュアルダイニングを中心に、日本食や地域特産物を活用した食事を提供。
・メニューは、2019年秋頃までにIOCの承認を得る予定。
（＊内閣官房・農水省から各都道府県に食材供給に関する意向調査実施）

・食材の産地表示は、具体的な表示方法や表示可能な場所について個別に検討。

選手村内における飲食提供（＊日本の食文化発信に向けて）

東京2020大会における飲食提供

東京2020大会における飲食提供に係る基本戦略（ 2018年3月公表）

・東京2020大会において、飲食提供を通して「日本の食文化の発信・継承」、「国産食材の活用」等
を目指すことを明記。
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パブリック・ビューイングとコミュニティ・ライブサイトの概要

競技中継を通じた地域での観戦・応援

＊企画運営、実施費用は実施主体負担

・実施手引きの案内は、コミュニティ・ライブサイト：2019年1-2月頃、パブリック・ビューイング：2019年夏頃

パブリック・ビューイング コミュニティ・ライブサイト

実施主体
地方自治体（都道府県市区町村）、

教育機関、自治会等
地方自治体（都道府県市区町村）

実施内容 放送される競技をTV中継・観戦
放送される競技のTV中継・観戦のほか、
イベント（ステージ、競技体験）、展示等

より規模の大きなもの

想定される対象 住民、学校関係者等 住民、観光客等

実施期間 オリンピック・パラリンピック大会期間中の任意の期間

実施イメージ
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観戦チケット（一般チケット）の概要

・オリンピック：2019年春頃販売開始（予定）

開閉会式は、12,000円～300,000円の価格帯
競技チケットは、2,500円～130,000円の価格帯

・パラリンピック：2019年夏頃販売開始（予定）

開閉会式は、8,000円～150,000円の価格帯
競技チケットは、900円～7,000円の価格帯

・販売方法は、東京2020大会公式チケット販売サイトのほか、
2020年にはチケット販売所を通じた販売も行う予定。また、
東京2020組織委員会が指定する販売事業者が販売する場合
もあります。

東京2020大会の観戦チケット

～一般チケット販売の流れ～

＊ホストタウンの皆様のチケット購入については、方法・スケジュール等について内閣官房と検討中。
なお、出場国や出場選手などの確定が大会直前になる競技も少なくないことにご留意ください。


